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■ 会 長 報 告        池ノ谷 敏正君 

全国の警察は、子どもを犯罪から守る防犯パ

トロールなどに活用するため、「声かけ」「つきま

とい」「公然わいせつ」「ひったくり」といった地

域で発生した不審者情報を登録者にメールで配

信しており、あわせてホームページにも掲載し

ています。 

しかしそれらのなかには、「女子学生の後ろを、

男が同じ方向に歩いていた」（2012 年 12 月小倉

北警察） 「児童が遊んでいたところ、男に声を

かけられた。声かけ等の内容・そんなことじゃ、

日本代表になれないぞ」（2013 年 6 月野方警察

署） など、不審者なのかどうかも疑わしい内容

のものが含まれているのも事実です。 

それらはこれまでもネットで話題となってい

ましたが、3 月 12 日に驚きの不審者情報が東京

の赤羽警察署のホームページに掲載されました。 

その内容は、「3月 11日（水）、午後 3時 50分

ころ、北区神谷 2丁目の公園内で、児童が遊んで

いたところ、男に声をかけられました。 声かけ

等の内容 ・さようなら 。不審者の特徴：40 歳

代、160cm 位、やせ型、短髪茶色、茶色っぽいジ

ャンパー、黒色っぽいズボン、マスク、徒歩」 と

いうものです。 

目を疑うような内容です。こういった情報提

供が今後も続くとしたなら、単なる笑い話では

済まされない気がします。 

この「さようなら」という言葉が、どのような

ニュアンスで、また状況で発せられたかはわか

りませんが、子どもへの単なる挨拶が、子どもの

知らない男からだと不審者とみられてしまうの

ならば、大変もないことだと思います。 

極端な話、もし、何処かで迷子を見つけた時で

も、自分の保身の為には無視せざるを得なくな

ります。 

安全な地域づくりは大切なことですが、不審

者情報の提供もここまでくるとやり過ぎの感も

否めません。 

ただ警告すればよいというものではなく、その

内容も精査したものを提供しないと、その裏で

思わぬ別の危険が生まれる可能性も考慮しなく

てはいけない気がします。 

■ 出 席 報 告           松葉 義之君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

42／42 100.00％ 34／42 80.95％ 

■ ビ ジ タ ー                      

法月 昭治君（焼津南）山本 碇君（榛南） 

田中 偉世君（榛南） 山本 肇君（焼津南） 

谷口 正和君（焼津南）藁科 博伸君（焼津） 

小山 明良君（藤枝南）佐野 芳正君（藤枝南） 

富澤 静雄君（藤枝南）渡辺 哲朗君（藤枝南） 

望月 誠君（藤枝南） 早川 清人君（藤枝南） 

富澤 賢一君（藤枝南） 
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